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　抗体の質の変化に関わる活性化 B 細胞で起こる二つのイベント「クラススイッチ組換え」と「形質細胞への
分化」は相互排他的な過程であり、それぞれに必要な転写因子の多くは既に同定されているにも関わらず、分化
の方向を決定する初期過程に関する知見はほとんど無い。私たちは、活性化 B 細胞に起こる様々な変化を調べ
た結果、活性化 B 細胞はミトコンドリアの機能的相違によって、クラススイッチしやすい細胞集団と、形質細
胞に分化しやすい細胞集団に事前に区別できることを見いだした。この細胞集団を詳細に調べることによって、
活性化 B 細胞の分化決定プログラムの初期過程を明らかにすることを目指した。In vitro にて、クラススイッチ

（形質細胞分化）誘導した脾臓 B 細胞から、ミトコンドリア機能の違い（ミトコンドリア量･ミトコンドリア膜
電位とも高い細胞集団 P1 と、ミトコンドリア量･ミトコンドリア膜電位とも低い細胞集団 P2）によって分取し
た細胞を用いて、RNA 発現量、タンパク発現量などを調べた結果、発現に違いを認めるいくつかの遺伝子を同
定した。これらの data をもとに鍵となる分化制御因子の候補を絞り、活性化 B 細胞分化制御機構を明らかにす
ることが今後の課題である。

Gene Set Enrichment Analysis（GSEA）による上位 20 位までの結果
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